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元
文
二
年
　
　
丁
巳
　
一
七
三
七
　
四
十
九
歳

（
承
前
）

○

十
一
月
三
十
日
、
前
日
に
平
井
宮
内
少
輔
か
ら
書
付
で
「
御
用
之
儀
」
の

た
め
出
頭
す
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
旨
、
加
納
遠
江
守
か
ら
知
ら
さ
れ

る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

晦
日
、
昨
日
御
用
之
儀
有
之
候
ニ
付
、
罷
出
可
申
旨
、
平
井
宮
内
少
輔
殿

御
書
付
御
渡
、
遠
江
守
殿
請
取
之
由
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
二

頁
）

平
井
宮
内
少
輔
は
、
享
保
二
十
年
九
月
二
十
日
以
来
御
小
納
戸
頭
取
を
勤
め

る
平
井
正
基
の
こ
と
。
同
年
十
二
月
十
六
日
に
従
五
位
下
宮
内
少
輔
に
叙
せ
ら

れ
て
い
る
（「
諸
家
譜
」
第
十
九
、
三
〇
七
頁
）。
平
井
家
は
父
正
俊
の
代
か
ら

紀
伊
徳
川
家
に
仕
え
、
吉
宗
の
将
軍
就
任
と
と
も
に
江
戸
城
に
入
っ
た
。
御
家

人
と
な
っ
た
正
基
が
短
時
日
で
御
小
納
戸
と
な
り
、
布
衣
を
許
さ
れ
た
の
は
、

や
は
り
吉
宗
の
紀
州
徳
川
家
出
身
者
優
遇
が
作
用
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

ち
な
み
に
「
諸
家
譜
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
正
基
は
後
に
一
橋
徳
川
家
に
移
っ

て
宗
尹
の
守
役
、
さ
ら
に
家
老
を
勤
め
る
に
至
る
が
、
宗
尹
の
意
に
背
く
こ
と

多
く
、
吉
宗
の
怒
り
を
買
っ
て
小
普
請
に
身
を
落
す
こ
と
と
な
る
。

御
小
納
戸
頭
取
の
平
井
正
基
か
ら
御
側
御
用
取
次
の
加
納
久
通
へ
と
指
示
が

回
っ
て
信
遍
に
伝
え
ら
れ
た
わ
け
で
、
吉
宗
の
意
向
が
強
く
働
い
た
結
果
と
思

わ
れ
る
。
当
然
、
翌
閏
十
一
月
一
日
の
人
事
発
令
に
関
す
る
指
示
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

○
　
十
一
月
三
十
日
、
飛
鳥
山
碑
建
立
と
の
説
あ
り
。

「
御
実
紀
」
巻
四
十
六
、
元
文
二
年
十
一
月
三
十
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。

一

成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
）

久
保
田
　
啓
　
一

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
成
島
信
遍
・
飛
鳥
山
碑
・
幕
府
書
物
方
日
記
・
服
部
南
郭
・
池
上
幸
政
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此
日
王
子
金
輪
寺
宥
衛
に
仰
て
、
飛
鳥
山
に
い
し
ぶ
み
を
た
て
し
め
ら
る
。

此
地
も
と
は
御
家
人
の
采
邑
な
り
し
を
、
ほ
か
に
か
へ
移
さ
れ
て
、
山
を

王
子
権
現
に
寄
附
し
た
ま
ひ
、
あ
ま
た
桜
樹
を
植
し
め
、
春
遊
の
地
と
な

さ
る
。
よ
て
其
ゆ
へ
を
宥
衛
に
か
は
り
、
成
島
道
筑
信
遍
に
文
を
撰
ば
し

め
て
た
て
ら
る
。（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
徳
川
実
紀
』
第
八
篇
七
七
八

頁
）

「
御
実
紀
」
巻
四
十
六
で
は
、
こ
の
翌
日
、
つ
ま
り
閏
十
一
月
一
日
の
条
に

信
遍
の
同
朋
格
昇
進
が
記
さ
れ
る
の
で
、
建
碑
の
翌
日
が
人
事
の
発
令
と
な
る
。

だ
が
、
次
項
に
述
べ
る
通
り
、
こ
れ
以
外
の
資
料
は
建
碑
の
前
日
に
昇
進
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
前
後
関
係
が
逆
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
よ
う
に
、「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」
は
順
を
追
っ
て
飛
鳥
山
碑
に
関
す
る
信

遍
の
動
静
を
記
録
す
る
。
も
し
「
御
実
紀
」
に
あ
る
通
り
三
十
日
に
碑
が
建
て

ら
れ
た
と
し
た
ら
、
信
遍
が
そ
の
こ
と
を
「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」
に
書
き
記

さ
な
い
は
ず
が
な
い
。「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」
を
尊
重
し
て
、
こ
の
日
に
建

碑
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
判
断
す
る
。

○

閏
十
一
月
一
日
、
土
圭
の
間
に
お
い
て
、
加
増
と
昇
進
を
老
中
本
多
中
務

大
輔
忠
良
よ
り
伝
達
さ
れ
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

閏
十
一
月
朔
日
、
晴
、
今
日
被
為
召
於
土
圭
之
間
、
老
中
列
座
、
若
年
寄

衆
侍
座
、
御
書
物
方
精
出
相
勤
、
其
上
学
文
能
仕
候
ニ
付
御
加
増
被
下
置
、

格
式
被
仰
付
候
趣
、
老
中
本
多
中
務
大
輔
殿
被
仰
渡
候
。（「
元
文
二
年
日

録
抄
出
」、
七
二
頁
）

同
じ
く
「
恩
遇
」
に
は
、

飛
鳥
山
に
石
碑
立
給
は
ん
の
前
日
、
父
な
る
人
を
め
し
て
土
圭
の
間
と
い

へ
る
に
し
て
、
執
政
（
北
区
史
の
翻
字
「

政
」
を
「
執
政
」
に
訂

正
）・
参
政
の
人
々
残
り
な
く
居
な
ら
び
、
執
政
（「

政
」
を
訂
正
）
本

多
中
務
大
輔
忠
統
朝
臣
、
多
年
の
間
顧
問
に
備
は
り
御
勤
学
の
補
助
な
し

奉
り
、
其
身
年
久
し
く
思
ひ
を
典
籍
に
ひ
そ
め
て
、
聖
賢
の
道
を
あ
つ
く

志
し
、
経
義
・
文
章
よ
く
身
に
得
た
る
を
称
ら
れ
て
、
新
に
俸
録
を
加
恩

あ
り
、
品
秩
を
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
よ
し
、
上
意
の
趣
を
伝
へ
ら
れ
ぬ
。（
こ

れ
ハ
、
父
な
る
人
、
い
か
な
り
し
に
や
、
其
頃
上
意
に
応
て
、
万
機
の
枢

密
・
大
小
の
政
事
あ
づ
か
ら
ざ
る
事
な
し
。
さ
れ
バ
上
に
も
あ
つ
く
御
恩

遇
あ
り
し
が
、
こ
れ
ハ
機
密
の
こ
と
な
れ
ば
、
外
朝
の
大
臣
へ
ハ
か
へ
り

て
仰
も
出
さ
れ
が
た
く
や
あ
り
け
ん
。
今
度
飛
鳥
山
の
碑
銘
作
り
し
を
よ

き
時
な
り
と
や
お
ぼ
し
け
ん
、
か
く
ハ
顕
然
た
る
加
恩
あ
り
し
な
る
べ
し

ー
以
上
割
注
〈
引
用
者
注
〉）
こ
れ
ぞ
家
門
興
隆
の
は
し
な
れ
バ
、
此
殊

恩
最
仰
ぎ
尊
む
べ
し
。
子
々
孫
々
此
高
恩
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。（「
恩
遇
」、

六
六
頁
）

と
も
あ
り
、
加
増
と
昇
進
の
趣
旨
が
詳
細
に
語
ら
れ
る
。
文
中
、
老
中
（
執
政
）

を
「
本
多
中
務
大
輔
忠
統
朝
臣
」
と
す
る
が
、
本
多
忠
統
は
伊
予
守
で
あ
っ
て

中
務
大
輔
で
は
な
く
、
こ
の
時
若
年
寄
を
勤
め
て
い
た
（
拙
稿
「
成
島
信
遍
年

二
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譜
稿
（
九
）」〈『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
七
巻
、
二
〇
〇

七
年
一
二
月
〉
元
文
二
年
十
一
月
十
三
日
条
参
照
）
か
ら
、
こ
こ
は
「
忠
統
」

を
「
忠
良
」
と
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
吉
宗
が
信
遍

の
学
問
精
励
を
評
価
し
、
公
的
に
処
遇
し
た
い
と
考
え
た
結
果
と
し
て
こ
の
人

事
は
発
令
さ
れ
た
わ
け
で
、
成
島
家
の
処
遇
が
決
定
的
に
変
化
し
た
記
念
す
べ

き
日
で
あ
っ
た
。

「
御
実
紀
」
巻
四
十
六
、
元
文
二
年
閏
十
一
月
朔
日
条
に
は
、

奥
坊
主
組
頭
並
岡
本
善
悦
広
豊
、
成
島
道
筑
信
遍
と
も
に
百
俵
の
秩
禄
た

ま
は
り
、
同
朋
格
に
命
ぜ
ら
る
。
道
筑
信
遍
は
和
漢
の
学
に
通
ぜ
し
と
て
、

う
ち

く
侍
講
せ
し
め
ら
れ
、
文
筆
の
こ
と
を
も
う
け
た
ま
は
り
、
善
悦

広
豊
は
丹
青
の
術
に
委
し
く
、
し
ば

く
絵
事
命
ぜ
ら
れ
し
に
よ
れ
り
。

（『
徳
川
実
紀
』
第
八
篇
七
七
八
頁
）

と
あ
る
。
何
よ
り
も
「
同
朋
格
」
に
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
こ

れ
に
よ
り
成
島
家
の
歴
代
は
御
目
見
の
役
職
に
就
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

信
遍
の
子
和
鼎
が
勘
定
と
な
り
、
孫
の
峰
雄
が
書
物
奉
行
を
勤
め
る
事
が
で
き

た
の
も
、
す
べ
て
信
遍
の
昇
進
の
お
か
げ
で
あ
る
。
ま
さ
に
成
島
家
の
家
運
を

隆
盛
に
導
い
た
功
労
者
と
い
え
よ
う
。

以
下
、
成
島
家
で
ま
と
め
た
系
譜
の
記
載
に
基
づ
く
資
料
を
一
覧
す
る
。

元
文
二
年
飛
鳥
山
を
も
つ
て
金
輪
寺
に
寄
附
せ
ら
れ
、
碑
を
建
ら
る
ゝ
の

と
き
、
か
の
文
を
よ
び
熊
野
三
神
伝
を
著
述
し
、
閏
十
一
月
朔
日
班
を

す
ゝ
め
ら
れ
て
御
同
朋
の
格
と
な
り
、
此
日
加
増
あ
り
て
廩
米
百
俵
月
俸

二
口
を
賜
ふ
。（「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
巻
一
二
四
八
）

碑
文
は
彫
刻
出
来
、
可
被
建
前
日
、
同
年
閏
十
一
月
朔
日
、
御
奉
公
出
情

相
勤
、
学
文
能
仕
候
、
仍
之
御
加
増
、
百
俵
高
ニ
被
成
下
、
弐
人
扶
持
は

只
今
迄
之
通
、
外
御
役
扶
持
弐
人
扶
持
被
下
置
、
奥
御
同
朋
格
被
仰
付
、

奥
御
書
物
御
預
ヶ
被
成
候
旨
、
本
多
中
務
太
輔
殿
被
仰
渡
候
而
、
若
年
寄

衆
之
御
支
配
成
、
年
々
御
金
四
十
両
被
下
、
其
冬
よ
り
御
召
下
御
紋
付
御

小
袖
御
羽
織
并
御
時
服
等
拝
領
仕
候
。（
内
閣
文
庫
蔵
「
諸
家
系
譜
」）

碑
文
は
彫
刻
出
来
、
可
被
建
前
日
、
同
年
閏
十
一
月
朔
日
、
御
加
増
百
俵
、

二
人
扶
持
元
の
ご
と
し
。
御
同
朋
格
奥
御
書
物
御
預
り
被
仰
付
、
若
年
寄

支
配
に
な
り
、
年
々
金
四
十
両
づ
ゝ
被
下
、
其
冬
よ
り
御
召
御
紋
付
御
小

袖
御
羽
織
御
時
服
拝
領
す
。（『
視
聴
草
』
所
収
「
成
島
道
筑
略
譜
」）

碑
文
は
彫
刻
出
来
、
可
被
建
前
日
、
同
年
閏
十
一
月
朔
日
、
御
奉
公
出
情
、

学
文
能
仕
候
、
仍
之
加
秩
あ
り
て
百
俵
弐
人
扶
持
ニ
成
り
、
奥
御
同
朋
格

被
仰
付
、
奥
御
書
物
御
預
ら
れ
、
若
年
寄
衆
之
支
配
ニ
成
り
、
年
々
御
金

四
十
両
被
下
、
其
冬
よ
り
御
召
下
御
紋
付
御
小
袖
御
羽
織
并
御
時
服
等
頂

戴
。（
内
閣
文
庫
蔵
「
略
譜
」）

元
文
二
年
丁
巳
閏
十
一
月
朔
日
為
御
同
朋
格
、
加
賜
合
百
俵
、
於
土
圭
間

而
本
多
中
務
大
輔
忠
良
伝
旨
、
且
如
今
迄
預
御
書
物
御
用
之
事
。（「
儒
職

三
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家
系
」
巻
五
）

い
ず
れ
も
記
載
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
。
成
島
家
で
は
信
遍
の
加
増
と
昇

進
を
閏
十
一
月
一
日
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
家
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
事
跡
の
月
日
を
誤
っ
て
伝
え
る
と
は
考
え
に
く
く
、
こ
の
日
に
定
め
て

問
題
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
飛
鳥
山
碑
建
立
の
前
日
だ
っ
た
こ
と
も
恐
ら
く
間
違

い
は
な
い
。

○
　
閏
十
一
月
二
日
、
飛
鳥
山
碑
建
つ
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

二
日
、
晴
、
飛
鳥
山
碑
押
立
ニ
付
罷
越
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七

二
頁
）

た
だ
し
「
碑
考
」
に
は
、

十
一
月
二
日
、
其
功
な
り
て
山
上
に
建
立
せ
ら
る
。
其
日
、
石
は
車
に
の

せ
、
牛
廿
頭
を
も
て
六
頭
づ
ゝ
か
は
り

ぐ
に
ひ
か
せ
た
り
。
御
鳥
見
よ

り
し
て
郭
外
（
北
区
史
・
新
三
十
輻
と
も
「
郊
外
」
と
す
る
が
、
国
会
図

書
館
蔵
の
原
本
に
従
い
改
め
る
）
の
事
承
る
人
あ
ま
た
従
行
せ
り
。
父
な

る
人
も
早
朝
に
お
は
し
て
指
揮
せ
ら
る
。
金
輪
寺
住
持
宥
衛
は
、
上
の
御

事
は
も
と
よ
り
、
此
事
に
あ
づ
か
り
し
人
々
（
北
区
史
に
「
人
也
」
と
あ

る
の
を
改
め
る
）、
且
牛
共
の
上
ま
で
も
終
日
安
全
無
異
の
祈

し
て
、

大
般
若
経
を
転
読
し
て
修
法
せ
り
と
な
り
。（「
碑
考
」、
六
四
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
「
十
一
月
二
日
」
が
「
閏
十
一
月
二
日
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と

は
、
既
に
述
べ
た
（
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
九
）」
元
文
二
年
十
一
月
八

日
条
）。「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」
に
よ
れ
ば
十
一
月
六
日
・
七
日
に
碑
文
の
清

書
に
従
事
し
て
い
る
の
で
、
二
日
に
碑
が
建
つ
は
ず
が
な
い
。

な
お
、
北
区
史
編
纂
調
査
会
編
『
北
区
史
　
通
史
編
　
近
世
』（
東
京
都
北

区
、
一
九
九
六
年
）
第
二
章
第
二
節
「
飛
鳥
山
へ
の
植
樹
と
石
碑
の
建
立
」
で

は
、「
御
場
御
用
留
」
の
「
飛
鳥
山
へ
石
碑
、
四
半
頃
、
吹
上
よ
り
牛
五
疋
地

車
に
て
来
り
、
山
上
へ
は
人
足
三
百
人
程
手
伝
い
引
き
上
げ
候
」
の
一
節
を
引

用
し
て
、「
碑
考
」
と
の
食
い
違
い
に
言
及
し
て
い
る
（
一
三
六
〜
一
三
七
頁
）。

東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
課
文
化
財
係
「〈
史
料
紹
介
〉
内
閣

文
庫
蔵
『
御
場
御
用
留
』（
上
・
中
）」（『
文
化
財
研
究
紀
要
』
第
九
集
、
一
九

九
六
年
三
月
）
の
翻
字
を
見
る
と
、（
四
〇
）「
飛
鳥
山
之
事
」
元
文
二
年
の
条

に
、

同
年
閏
十
一
月
二
日
、
飛
鳥
山
江

石
碑
四
半
頃
吹
上
よ
り
牛
五
疋
地
車
ニ
而

来
、
山
上
江
者

人
足
三
百
人
程
手
伝
引
上
候

但
　
右
囲
竹
矢
来
蕨
縄
ニ

而
結
立
出
来
申
候

掛
　
薮
田
助
左
衛
門

成
島
道
筑

坂
尾
源
左
衛
門

の
一
つ
書
き
が
あ
り
、
事
実
の
記
録
と
し
て
は
こ
ち
ら
の
方
が
信
憑
性
を
有
す

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
建
立
の
実
態
を
厳
密
に
再
現
す
る
の
は
不
可
能
と
い

う
ほ
か
は
な
い
が
、
牛
や
多
く
の
人
足
の
力
を
借
り
た
大
々
的
な
作
業
で
あ
っ

四
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た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

さ
て
、
信
遍
の
撰
文
に
か
か
る
飛
鳥
山
碑
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
多
く

の
資
料
に
本
文
の
引
用
が
な
さ
れ
、
訓
読
も
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
東
京
都
北
区
立
郷
土
資
料
館
編
『
北
区
立
郷
土
資
料

館
シ
リ
ー
ズ
13

飛
鳥
山
』（
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）
の

訓
読
と
現
代
語
訳
、『
北
区
史
　
通
史
編
　
近
世
』
の
訓
読
（
一
三
七
〜
一
三

八
頁
）、
鈴
木
淳
氏
『
江
戸
和
学
論
考
』（
一
九
九
七
年
）
所
掲
の
返
り
点
つ
き

本
文
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
も
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
種
々
の
古
い
翻
刻
類
に

は
誤
字
脱
字
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
現
存
す
る
飛
鳥
山
碑
に
刻
ま
れ
た
本
文
に

あ
く
ま
で
も
忠
実
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
し

信
遍
に
即
し
て
考
え
る
場
合
、
信
遍
自
身
が
揮
毫
し
た
筆
跡
が
渋
沢
史
料
館
に

伝
存
す
る
の
で
、
こ
の
資
料
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
同
館
所
蔵
の
掛

幅
「
成
島
道
筑
草
書
　
飛
鳥
山
碑
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
で
に
井
上
潤
氏
「
飛

鳥
山
碑
関
係
資
料
（
一
）」（『
北
区
史
研
究
』
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）
に

お
い
て
、
同
館
所
蔵
の
「
飛
鳥
山
碑
銘
和
解
」
と
と
も
に
詳
細
に
紹
介
が
な
さ

れ
て
い
る
。
井
上
氏
の
解
説
に
も
あ
る
が
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
が
異
体
字

で
解
読
が
難
し
い
場
合
が
少
な
く
な
い
の
に
対
し
、
自
筆
の
方
は
正
字
を
使
用

す
る
の
で
読
み
取
り
や
す
い
と
い
う
利
点
を
持
つ
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
石
碑
を

も
と
に
本
文
を
掲
出
し
、「
成
島
道
筑
草
書
　
飛
鳥
山
碑
」
の
本
文
と
の
異
同

や
校
訂
上
留
意
す
べ
き
点
の
あ
る
箇
所
に
通
し
番
号
を
付
し
て
後
ろ
に
説
明
を

加
え
た
。
な
お
、
以
下
の
記
述
で
は
石
碑
に
刻
ま
れ
た
本
文
を
「
石
碑
」、「
成

島
道
筑
草
書
　
飛
鳥
山
碑
」
を
「
自
筆
」
と
略
称
す
る
。
石
碑
は
飛
鳥
山
の
実

物
に
あ
た
り
、
自
筆
も
渋
沢
史
料
館
所
蔵
の
も
の
を
実
見
し
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
な
お
、
本
文
を
掲
出
す
る
に
際
し
、
常
用
漢
字
に
含
ま
れ
る
字
体

は
そ
れ
を
用
い
た
が
、「
埜
」「
畊
」「
悳
」「

」
の
よ
う
に
常
用
漢
字
と
字
体

が
全
く
異
な
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
ま
た
「
祀
」
と
「

」
の
よ
う
に

同
一
の
字
で
書
き
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
正
字
体
「
祀
」
で
統
一
す
る

な
ど
の
処
置
を
取
っ
た
。
石
碑
の
本
文
（
表
題
・
年
記
・
署
名
を
除
く
部
分
）

の
改
行
を
／
で
示
し
た
。

飛
鳥
山
碑

惟
南
国
之
鎮
曰
熊
埜
之
山
有
神
曰
熊
埜
之
神
実
伊
奘
冊
尊
也
配
祀
／
伊
奘

諾
尊
事
解
王
子
或
称
之
三
神
事
解
別
為
飛
鳥
之
祠
三
狐
神
副
焉
／
語
有
（
１
）

神
史
中
別
録
蔵
焉
誌
曰
在
昔
元
亨
中
武
之
豊
島
郡
豊
島
氏
剏
兆
／
豊
島
郡

為
熊
埜
神
座
地
之
曰
王
子
山
之
曰
（
２
）

飛
鳥
蓋
（
３
）

自
此
始
也
熊
埜
之
／
川

曰
音
無
川
流
象
焉
爾
来
四
百
有
祀
土
人
以

（
４
）

祀
之
如
一
日
矣
祀
典
／

曰
熊
埜
之
神
春
以
花
（
５
）

祀
鼓
之
吹
之
旗
之
歌
之
舞
之
今
之
王
子
祀
日

鼓
／
吹
旗
歌
舞
者
其
来
也
尚
（
６
）

矣
而
世
之

祠
宇
荒
壊
風
日
不
蔽
（
７
）

越

曁
寛
永
／
中
有
司
奉
命

（
８
）

飾
祠
事
乃
因
故
兆
新
之
遂
遷
飛
鳥
祠
於
（
９
）

本
祠
飛
鳥
／
之
山
有
名
無
祠
者
由
焉
三
狐
祠
僻
在
北
叢
云
今
茲
丁
巳
春
三

月
己
亥
／
我
后
省
畊
之
次
規
土
封
飛
鳥
之
山
独
給
祠
無
所
与
永
属
奉
祠
者

衛
／
等
恭
奉
祠
乃
（
10
）

蹈
舞
拝
手
稽
首
敬
（
11
）

之
曰
於
穆
我
后
事
神
以
誠

治
人
／
以
明
措
則
正
施
則
行
以

楽
郊
為
神
之
郷
神
其
不

明
悳
惟
馨
初

飛
／
鳥
之
山
蓬
顆
蔬
壌
雉
兎
径
焉
車
駕
之
肇
従
紀
蕃
来
也
有
司
行
邑
吏
／

五
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睿
谿
谷
道
（
12
）

泉
瀑

而
旋
乃
植
花
木
数
千
株
内
成
游
観
外

便
／
蒭
蕘
雇
役
数
千
人
二
紀
之
久
猥
大
為
美
土
花
木
亦
為
（
13
）

林
毎
春

爛

／
焉
豈
惟
種
善
種
乎
祀
典
所
謂
春
以
花
（
14
）

祀
者
冥
契
会
之
奇
非
（
15
）

邪
抑
亦
／
国
家
之
符
也
遂

于
石
以
為
表
経
銘
曰
緜

洪
荒
有
神
開
国
垂

跡
／
南
紀
東
土
是
祀
明
明
（
16
）

我
后
来
封
其
域
神
之
眷

豊
穣
薦
至
（
17
）

本

支
／
繁
衍
其
麗
豈
億
八

懐
仁
神
（
18
）

饗
悳
千
載
懿
範
之
石
是
勒
／

元
文
丁
巳
之
秋

奉
祠
金
輪
寺
住
持
権
大
僧
都
宥
衛
立

東
都
図
書
府
主
事
鳴
鳳
卿
代
撰

書
（
19
）

（
１
）

石
碑
「
有
」
―
自
筆
「
在
」。

（
２
）

石
碑
「
曰
」
―
自
筆
「
為
」。

（
３
）

石
碑
「
蓋
」
―
自
筆
ナ
シ
。

（
４
）

石
碑
「
以

」
―
自
筆
ナ
シ
。

（
５
）

石
碑
「
花
」
―
自
筆
「
華
」。

（
６
）

石
碑
「
尚
」
―
自
筆
「
久
」。

（
７
）

石
碑
「
蔽
」
―
自
筆
「
掩
」。

（
８
）

石
碑
「

」
―
自
筆
「
祗
」。

（
９
）

石
碑
「
於
」
―
自
筆
ナ
シ
。

（
10
）

石
碑
「
乃
」
―
自
筆
「
廼
」。

（
11
）

石
碑
「

」
―
自
筆
「
祝
」。

（
12
）

石
碑
「
道
」
―
自
筆
「
導
」。

（
13
）

石
碑
「
為
」
―
自
筆
「
成
」。

（
14
）

石
碑
「
花
」
―
自
筆
「
華
」。

（
15
）

石
碑
「
非
」
―
自
筆
「
匪
」。

（
16
）

石
碑
「
明
明
」
―
自
筆
「
明
々
」。

（
17
）

石
碑
「
薦
至
」
―
自
筆
「
荐
臻
」。

（
18
）

石
碑
「

」
―
自
筆
「
祗
」。

（
19
）

自
筆
の
末
尾
に
「
右
飛
鳥
山
碑
応
人
需
　
中
秘
書
少
監
鳴
鳳
卿
」
の

奥
書
が
あ
る
。

以
下
、
重
要
な
異
同
等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

ま
ず
（
11
）
の
、「
凡
」
に
酷
似
す
る
石
碑
の
「

」
が
自
筆
で
は
「
祝
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。
松
野
陽
一
氏
は
「
林
笠
翁
伝
考
」（『
東
北
大

学
教
養
部
紀
要
』
四
五
号
、
一
九
八
六
年
一
二
月
）
の
中
で
、
岡
村
良
通
（
林

笠
翁
）
の
『
寓
意
草
』
上
（『
新
三
十
輻
』
巻
三
）
を
引
い
て
、『
儀
式
』
の
本

文
研
究
の
過
程
で
「

」
が
「
祝
」
に
当
た
る
こ
と
を
考
証
し
た
良
通
が
、
そ

の
結
果
を
信
遍
に
提
示
し
、
飛
鳥
山
碑
文
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
考
察

さ
れ
た
。
一
九
二
二
年
国
書
刊
行
会
版
の
活
字
に
よ
っ
て
当
該
記
事
を
示
す
。

句
読
点
を
適
宜
打
ち
直
し
た
。

飛
鳥
山
に
さ
く
ら
お
ほ
く
う
ゑ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
。
道
筑
に
お
ほ
せ
ご
と

有
て
、
い
し
ぶ
み
か
ゝ
せ
給
ふ
け
る
。
い
し
は
ふ
き
あ
げ
の
み
そ
の
よ
り

い
だ
さ
せ
給
ひ
し
。
こ
の
碑
の
め
い
に
、
凡
曰
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
こ
の

凡
の
字
は
も
の
に
あ
る
こ
と
な
し
。
享
保
の
比
、
儀
式
と
い
ふ
ふ
み
を
、

六
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下
田
師
古
・
浅
井
奉
政
・
羽
倉
在
満
に
お
ほ
せ
て
よ
う
と
か
せ
給
ふ
け

る
。
あ
づ
か
り
み
侍
り
け
る
田
ぬ
ま
と
の
も
の
か
み
・
大
島
あ
ふ
み
の
か

み
な
ど
、
お
ほ
せ
ご
と
承
り
、
い
た
づ
ら
年
月
を
お
く
り
け
る
。
大
嘗
祭

の
中
に
凡
料
布
と
い
ふ
こ
と
侍
り
て
、
た
れ
も
え
よ
う
と
か
ざ
り
け
り
。

延
喜
式
と
か
う
が
へ
あ
は
せ
、
も
じ
の
ふ
み
ど
も
よ
み
あ
は
せ
て
、
あ
ら

た
に
字
な
り
を
つ
く
り
て
、
祝
の
字
な
り
と
て
た
て
ま
つ
り
け
る
。
道
筑

に
ひ
と
つ

く
か
た
り
け
る
を
、
や
が
て
い
し
に
き
ざ
み
ぬ
る
。
あ
ら
た

に
つ
く
り
け
る
も
じ
の
、
よ
ろ
づ
よ
に
つ
て
な
ん
こ
そ
う
れ
し
け
れ
。
今

あ
ら
た
に
つ
く
り
た
ら
ん
も
じ
を
、
其
ま
ゝ
や
が
て
い
し
に
き
ざ
ま
れ
た

ら
ん
、
ち
か
ご
ろ
は
た
め
し
あ
ら
じ
と
い
と
う
れ
し
が
る
。

「

」
字
が
活
字
で
「
凡
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
文
章
の
趣
旨
が
全

く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
拠
で
何
と
も
皮
肉
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、

「

」
字
は
良
通
が
考
証
の
結
果
作
り
出
し
た
も
の
で
、「
良
通
と
信
遍
と
の
間

に
存
在
し
た
共
通
理
解
は
一
般
化
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
の
松
野
氏
の
見
解
は
正

し
い
。
宝
暦
三
年
の
叙
跋
を
有
す
る
劉
元
凱
編
『
飛
鳥
山
碑
考
』（
東
京
都
立

中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
）
が
「

」
を
「
風
」
と
解
し
、「
風
ハ
詩
ノ
註
ニ

国
風
ノ
処
ニ
上
ノ
化
ヲ
被
テ
以
テ
言
フ
コ
ト
ア
ル
ナ
リ
。
其
詞
ニ
テ
人
ヲ
感
ジ

令
ニ
足
リ
風
ノ
物
ヲ
動
ニ
因
テ
声
ア
ル
ガ
如
ク
、
其
声
ハ
物
ヲ
動
ス
ニ
足
リ
ト

ナ
リ
。」
と
的
外
れ
の
解
説
を
述
べ
る
の
は
典
型
的
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も

「
凡
例
」
の
一
つ
書
き
に
、

家
蔵
ノ
中
ニ
、
白
山
無
名
氏
ガ
訳
タ
ル
碑
銘
一
本
ア
リ
。
漸
ク
五
六
葉
ニ

過
ズ
、
七
八
百
言
ニ
止
レ
リ
。
誤
謬
背
意
モ
甚
多
シ
。
然
ド
モ
先
ニ
此
事

ア
ル
ヲ
以
テ
本
文
ニ
附
シ
テ
其
後
ニ
考
ヲ
著
ス
。
文
中
ニ
本
訳
ト
云
ハ
則

チ
白
山
氏
ノ
訳
文
ヲ
指
ス
。
考
ノ
字
ヲ
冠
シ
テ
分
ツ
。
見
者
照
シ
察
セ

ヨ
。

と
、
後
に
触
れ
る
白
山
隠
士
の
解
を
罵
倒
し
な
が
ら
、「

」
字
に
関
し
て
は

得
々
と
失
考
を
繰
り
広
げ
る
の
だ
か
ら
、
何
と
も
お
か
し
い
。
さ
ら
に
『
北
区

立
郷
土
資
料
館
シ
リ
ー
ズ
13

飛
鳥
山
』
で
は
こ
こ
を
「
う
や
ま
い
て
こ
れ
を

ぼ
ん
し
て
い
わ
く
」
と
訓
読
し
、
注
で
「
敬
凡
の
読
み
方
、
解
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
の
で
一
先
ず
こ
の
ま
ま
と
す
る
。」
と
断
っ
て
い
る
し
、『
北
区
史

通
史
編
　
近
世
』
も
「
敬
い
て
こ
れ
を
凡
し
て
曰
く
」
と
書
き
下
し
、「
凡
」

に
は
「
ぼ
ん
」
の
振
り
仮
名
が
施
さ
れ
、
鈴
木
氏
の
『
江
戸
和
学
論
考
』
で
も

「
凡
」
字
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
松
野
氏
の
指
摘
が
成
さ
れ
て
以
降
、
現
在
に
至

っ
て
も
な
お
、「

」
を
「
凡
」
と
見
な
し
、「
祝
」
の
意
味
を
持
た
せ
た
こ
と

に
気
付
か
な
い
事
例
が
存
す
る
。

一
方
、
近
世
に
お
い
て
す
で
に
正
解
に
達
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と

も
「
凡
」
と
は
別
字
で
あ
る
と
気
付
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
あ
る
。

例
え
ば
屋
代
弘
賢
編
『
池
底
叢
書
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
巻
三
二
収
録
の
本

文
で
は
「
敬

」
に
「
ツ
ヽ
シ
ン
デ
シ
ユ
ク
シ
テ
」
の
仮
名
が
振
ら
れ
る
。
ま

た
、
元
文
四
年
に
成
立
し
寛
延
二
年
の
書
写
に
か
か
る
白
山
隠
士
『
飛
鳥
山
碑

銘
和
解
』（
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
）
の
書
き
下
し
は
「
敬
ん
で
之
を

し
て
曰
く
」
と
あ
り
、「

」
に
「
シ
ユ
ク
」
と
読
み
を
付
し
て
い
る
。
さ
ら

に
井
上
潤
氏
「
飛
鳥
山
碑
関
係
資
料
（
一
）」
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
渋
沢
史

料
館
蔵
の
白
幡
義
篤
『
飛
鳥
山
碑
銘
和
解
』
は
、

七
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凡
ハ

　
（
マ
マ
）
　

祝
ノ
字
ト
同
字
ニ
テ
ノ
ツ
ト
ヽ
読
祭
リ
ノ
辞
ニ
テ
神
ヲ
祝
ヒ
奉
ル
ヲ

云
フ
敬
ハ
ツ
ヽ
シ
ム
ナ
リ
ツ
ヽ
シ
ン
テ
祝
ノ
辞
ヲ
ナ
シ
テ
神
ヲ
シ
ツ
メ
イ

サ
ム
ル
ナ
リ

の
よ
う
に
、
良
通
の
意
を
汲
ん
だ
信
遍
の
工
夫
を
完
全
に
読
み
解
い
て
い
る
。

わ
ず
か
一
字
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
の
蓄
積
を
反
映
さ
せ
て
い
る

か
否
か
を
問
う
に
恰
好
の
例
と
い
え
る
。

次
に
（
19
）
自
筆
の
奥
書
に
つ
い
て
。
井
上
潤
氏
の
翻
字
で
は
奥
書
が
「
右

飛
鳥
山
碑
応
人
需
　
中
禄
少
監
鳴
鳳
卿
」
と
あ
る
が
、「
禄
」
で
は
な
く
「
秘

書
」
と
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
中
秘
書
」
で
幕
府
の
御
文
庫
を
指
す

と
捉
え
な
け
れ
ば
意
味
が
通
じ
な
い
。
な
お
、
署
名
の
下
に
「
鳳
卿
」「
字
曰

子
陽
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

飛
鳥
山
碑
文
の
解
読
に
は
、
従
来
提
示
さ
れ
た
訓
読
の
突
き
合
わ
せ
と
い
ち

い
ち
の
典
拠
の
確
認
が
不
可
欠
で
あ
る
。
年
譜
稿
と
い
う
性
格
上
、
詳
細
な
検

討
に
は
別
稿
を
用
意
し
た
方
が
適
当
か
と
判
断
し
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
石
碑

本
文
の
掲
出
と
自
筆
と
の
異
同
提
示
に
留
め
る
。

○

閏
十
一
月
三
日
、
飛
鳥
山
碑
の
拓
本
を
小
性
小
堀
土
佐
守
政
方
に
提
出
す

る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

三
日
、
小
雨
、
飛
鳥
山
碑
搨
本
一
枚
土
州
へ
出
ス
。（「
元
文
二
年
日
録
抄

出
」、
七
二
頁
）

碑
建
立
の
翌
日
に
は
、
早
速
小
性
小
堀
土
佐
守
政
方
を
通
じ
て
吉
宗
に
碑
文

の
拓
本
を
提
出
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

其
碑
の
搨
本
は
小
堀
土
佐
守
も
て
進
覧
せ
り
。（
此
搨
本
を
禁
裏
へ
献
ぜ

し
は
後
条
に
委
し
ー
以
上
割
注
〈
引
用
者
注
〉）（「
碑
考
」、
六
五
頁
）

と
も
記
さ
れ
、
政
方
が
仲
介
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
「
御
実
紀
附
録
」

巻
十
六
に
は
、

さ
て
信
遍
が
つ
く
り
し
碑
の
文
は
、
盛
慮
を
も
て
な
を
筆
削
し
給
ひ
、
石

に
刻
し
て
立
ら
れ
し
が
、
後
其
碑
文
を
紙
に（

マ榻マ
）し

て
、
表

し
て
常
に
御

ま
し
に
か
け
た
ま
ひ
、
朝
夕
御
覧
あ
り
て
、
文
章
と
い
ひ
手
蹟
と
い
ひ
、

三
百
年
来
こ
れ
に
比
す
べ
き
も
の
な
し
と
て
、
御
愛
翫
あ
り
し
と
い
ひ
伝

へ
た
り
。
こ
の（

マ榻マ
）本

い
ま
も
奥
の
御
文
庫
に
在
せ
り
。（『
徳
川
実
紀
』
第

九
篇
三
〇
三
頁
）

と
、
吉
宗
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
着
ぶ
り
が
語
ら
れ
る
。
信
遍
と
し
て
も
立
派
に
建

立
さ
れ
た
石
碑
の
出
来
上
が
り
を
一
刻
も
早
く
吉
宗
に
見
せ
た
い
と
の
一
心
で

提
出
し
た
の
だ
ろ
う
。「
い
ま
も
奥
の
御
文
庫
に
在
せ
り
」
と
あ
る
が
、
現
在

の
内
閣
文
庫
に
は
伝
存
し
な
い
。

○
　
閏
十
一
月
十
一
日
、「
熊
野
三
神
伝
」
の
執
筆
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
一
日
、
熊
野
神
伝
被
仰
付
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
三
頁
）

八
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「
熊
野
神
伝
」
と
は
、
拙
稿
「
年
譜
稿
（
九
）」
の
元
文
二
年
八
月
二
十
五

日
条
に
お
い
て
言
及
し
た
「
熊
野
三
神
伝
」
の
こ
と
で
あ
る
。

○

閏
十
一
月
十
二
日
、
土
岐
大
学
頭
よ
り
碑
文
の
印
行
に
つ
き
指
示
を
受
け

る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
二
日
、
碑
文
印
行
（
北
区
史
は
「
印
形
」
と
翻
字
す
る
が
、
原
本
に
よ

り
「
印
行
」
と
訂
正
す
る
）
之
事
、
大
学
頭
殿
被
申
聞
候
。（「
元
文
二
年

日
録
抄
出
」、
七
三
頁
）

大
学
頭
は
御
小
納
戸
頭
取
を
勤
め
る
土
岐
朝
澄
。
や
は
り
紀
伊
徳
川
家
の
出

身
で
、
享
保
元
年
に
吉
宗
に
従
っ
て
江
戸
城
に
入
っ
た
。
そ
の
朝
澄
か
ら
碑
文

の
印
刷
に
つ
い
て
検
討
を
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
吉
宗
の
意
向
が
働
い
た
の

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
閏
十
一
月
三
日
の
項
で
引
用
し
た
箇
所
に
続
く

「
碑
考
」
に
は
、

此
後
四
方
好
事
の
徒
あ
り
て
、
打
碑
せ
ん
と
て
群
集
せ
し
か
ば
、
官
よ
り

立
ら
れ
し
碑
を
私
に
打
碑
せ
ん
事
、
其
恐
少
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
と
て
別
に

木
板
に
な
し
、
金
輪
寺
に
納
め
、
又
一
尺
ば
か
り
に
碑
の
形
を
う
つ
し
た

る
は
、
細
井
九
皐
と
い
へ
る
が
写
し
た
る
に
て
、
と
も
に
寺
庫
に
納
め
た

れ
ば
、
好
事
の
徒
多
く
聞
伝
来
て
搨
本
と
し
、
法
帖
と
せ
る
類
猶
多
し
。

（「
碑
考
」、
六
五
頁
）

と
あ
り
、
碑
文
の
木
版
が
作
製
さ
れ
、
細
井
九
皐
の
模
写
と
も
ど
も
金
輪
寺
に

納
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
拓
本
に
取
ろ
う
と
す
る
人
々
が
い
か
に
多
か
っ

た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
鈴
木
淳
氏
『
江
戸
和
学
論
考
』
四
六
頁
に
「
そ
の
原
板
に
よ
り
相
当

数
の
法
帖
が
刷
り
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
当
時
の
版
刷
は
管
見
に
は
い
ま

だ
一
本
も
入
ら
な
い
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
金
輪
寺
に
納
め
ら
れ
た
原
版
を
も

と
に
刷
ら
れ
た
碑
文
の
法
帖
は
元
文
以
降
数
多
く
頒
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の

に
、
伝
存
す
る
も
の
を
見
な
い
。
も
っ
と
も
、
金
輪
寺
の
住
職
が
維
新
後
還
俗

し
た
大
岡
家
の
文
書
目
録
（
東
京
都
北
区
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
生
涯
学
習

推
進
課
文
化
財
係
編
刊
『
文
化
財
研
究
紀
要
別
冊
第
一
四
集
　
王
子
村
　
大
岡

家
文
書
　
調
査
報
告
書
　
Ⅰ
』〈
二
〇
〇
〇
年
三
月
〉
所
収
）
に
は
、「
飛
鳥
山

碑
（
搨
本
の
刷
り
物
）」（
文
書
番
号
一
五
―
五
）「（
飛
鳥
山
碑
搨
本
　
部
分
）」

（
同
一
五
―
四
二
）「
飛
鳥
山
碑
（
搨
本
の
刷
り
物
）」（
同
一
五
―
四
八
）
の
三

項
目
が
掲
出
さ
れ
、
成
立
年
代
は
い
ず
れ
も
文
化
四
年
、
幕
末
の
住
持
宥
欣

（
弘
化
四
年
八
月
二
十
三
日
没
）
の
識
語
を
有
す
る
。
金
輪
寺
に
お
い
て
近
世

後
期
に
碑
文
の
模
刻
が
出
版
さ
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
印
刷

が
ど
の
程
度
の
規
模
で
行
わ
れ
た
の
か
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。

○

閏
十
一
月
、
高
野
蘭
亭
よ
り
七
律
「
寄
賀
島
帰
徳
進
秩
時
奉
命
勒
碑
於
飛

鳥
山
」（『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
巻
五
）、
服
部
南
郭
よ
り
「
贈
鳴
帰
徳
序
」

（『
南
郭
先
生
文
集
　
三
編
』
巻
五
）
を
贈
ら
れ
る
。九
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「
寄
賀
島
帰
徳
進
秩
時
奉
命
勒
碑
於
飛
鳥
山
」
に
つ
い
て
は
高
橋
昌
彦
氏

「
高
野
蘭
亭
伝
攷
（
上
）」（
前
出
）
の
元
文
二
年
の
項
、「
贈
鳴
帰
徳
序
」
に
つ

い
て
は
日
野
龍
夫
氏
『
服
部
南
郭
伝
攷
』
二
八
五
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
が
あ
る
。

信
遍
の
御
同
朋
格
奥
務
昇
進
と
飛
鳥
山
碑
建
立
を
慶
賀
し
た
詩
文
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
二
編
は
『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
の
「
麗
藻
」
に
も
収
め
ら
れ
る
が
、
版

本
と
は
字
句
に
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、「
麗
藻
」
に
は
南
郭
や
蘭
亭
以
外
に
も

釈
東
湖
・
入
江
南
溟
・
釈
曇
華
・
三
井
親
和
・
松
下
烏
石
（
北
区
史
は
「
鳥
石
」

と
翻
字
す
る
が
誤
り
。
原
本
に
は
「
烏
石
」
と
あ
る
）
ら
の
賀
詩
と
、
詠
者
は

不
明
な
が
ら
「
錦
江
先
生
仰
ご
と
う
け
て
飛
鳥
山
に
石
碑
を
立
さ
せ
給
ふ
は
、

誠
に
文
道
の
ほ
ま
れ
、
又
た
ぐ
ひ
な
し
と
賀
し
奉
り
て
」
の
詞
書
を
有
す
る
歌

「
か
ぎ
り
な
く
世
々
へ
て
そ
の
名
筆
の
跡
朽
ぬ
ほ
ま
れ
を
残
す
石
碑
」
を
収
め
、

信
遍
の
周
囲
の
文
人
か
ら
こ
ぞ
っ
て
祝
福
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
中
で
も
南

郭
の
「
贈
鳴
帰
徳
序
」
は
、
南
郭
に
語
っ
た
信
遍
の
思
い
が
好
意
的
に
汲
み
取

ら
れ
て
快
い
。『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）
二

五
七
〜
二
五
八
頁
の
版
本
影
印
の
訓
点
に
従
っ
て
書
き
下
す
。
た
だ
し
訓
点
の

不
備
を
訂
補
し
た
箇
所
が
あ
る
。

今
歳
閏
月
某
日
、
鳴
鳳
卿
に
秩
を
加
へ
、
其
の
班
を
進
む
。
蓋
し
特
恩
と

云
ふ
。
鳳
卿
、
字
は
帰
徳
。
乃
ち
余
に
過
り
て
曰
く
、
鳳
卿
小
臣
、
幸
ひ

に
小
技
を
以
て
中
秘
書
に
祗
候
た
る
こ
と
十
有
五
年
、
鳳
卿
輿
隷
の
小
臣

の
み
。
乃
ち
四
體
を
展
べ
て
以
つ
て
其
の
事
に
率
ふ
も
、
猶
ほ
懼
ら
く
は

給
せ
ず
し
て
罪
戻
を
獲
ん
こ
と
を
。
豈
に
敢
へ
て
非
分
を
貪
つ
て
以
つ
て

其
の
他
を
徼
め
ん
や
。
唯
だ
是
の
日
月
の
末
光
、
顔
を
違
ふ
る
こ
と
咫
尺
、

金
門
を
歴
、
玉
堂
に
攀
る
こ
と
日
有
り
。
以
為
へ
ら
く
、
盆
を
戴
き
て
何

を
以
つ
て
か
天
を
望
ま
ん
と
。
而
し
て
幸
ひ
に
明
盛
の
世
に
遭
ひ
、
不
諱

の
朝
に
仕
ふ
る
こ
と
を
得
。
亦
唯
だ
日
夜
に
吾
が
不
肖
の
力
を
竭
く
し
て
、

以
つ
て
狗
馬
の
心
を
白
せ
ん
の
み
。
若
し
誉
を
借
り
名
を
窃
み
、
苟
し
く

も
人
に
介
し
て
、
而
し
て
後
に
以
つ
て
達
す
べ
し
と
曰
は
ば
、
則
ち
退
き

て
堀
穴
に
伏
死
せ
ん
の
み
と
。
故
を
以
つ
て
自
ら
吾
が
拙
を
守
り
、
貴
勢

の
門
に
跡
せ
ざ
る
こ
と
、
亦
十
有
五
年
。
図
ら
ざ
る
に
今
の
命
有
り
。
且

つ
鳳
卿
不
才
、
乏
し
き
を
文
史
に
承
く
。
遂
に
又
上
恩
を
以
つ
て
中
秘
書

を
縦
観
す
る
こ
と
を
得
。
即
ち
日
夜

と
し
て
繙
読
考
索
し
て
以
つ
て

事
を
待
つ
。
亦
吾
生
平
の
耽
好
す
る
所
、
而
し
て
冀
は
く
は
此
を
以
つ
て

功
労
素
餐
せ
ず
と
為
し
て
、
万
一
も
旨
に
称
ふ
こ
と
有
ら
ば
、
亦
大
幸
な

ら
ず
や
。
乃
ち
今
此
を
以
つ
て
特
恩
有
り
。
豈
に
明
盛
の
世
、
小
伎
の
末

臣
と
雖
も
録
し
て
遺
さ
ざ
る
者
に
あ
ら
ず
や
。
是
粉
（
原
本
「
紛
」。
文

意
に
よ
り
改
め
た
）
骨
の
能
く
報
ず
る
所
に
非
ず
と
為
す
所
以
な
り
。

信
遍
の
考
え
と
し
て
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
本
来
不
才
の
自
分
が
名

君
吉
宗
の
配
慮
に
よ
っ
て
君
側
に
近
侍
し
て
の
学
問
を
十
五
年
も
許
さ
れ
て
き

た
こ
と
、
そ
の
上
に
今
回
の
「
特
恩
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
十
五
年

前
は
享
保
八
年
に
あ
た
る
。
こ
の
年
四
月
十
日
に
信
遍
は
奥
坊
主
組
頭
に
准
ぜ

ら
れ
、
書
籍
の
事
を
承
る
こ
と
と
な
っ
た
（
拙
稿
「
年
譜
稿
（
二
）」、『
江
戸

時
代
文
学
誌
』
七
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）。
文
中
「
上
恩
を
以
つ
て
中
秘

書
を
縦
観
す
る
こ
と
を
得
」
と
あ
る
の
は
、
享
保
八
年
に
吉
宗
か
ら
御
文
庫
の

書
籍
の
自
由
な
閲
覧
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
よ
っ
て
「
即
ち
日
夜

と

十
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し
て
繙
読
考
索
し
て
以
つ
て
事
を
待
つ
」
以
下
の
部
分
も
、
吉
宗
と
そ
の
周
辺

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
的
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
べ
く
日
夜
考
究
に
励
ん
だ

こ
の
十
五
年
を
、
謙
遜
の
中
に
い
さ
さ
か
の
自
負
を
込
め
て
振
り
返
っ
た
言
葉

と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
飛
鳥
山
碑
撰
文
に
筆
が
及
ぶ
。

今
歳
春
、
大
駕
城
北
に
狩
す
。
乃
ち
飛
鳥
山
に
供
帳
す
。
山
、
王
子
の
祠

に
隣
る
。
飛
鳥
本
と
王
子
の
祠
に
由
つ
て
其
の
名
を
設
け
立
つ
る
を
以
つ

て
、
是
に
於
い
て
其
の
山
を
王
子
の
主
祠
の
者
に
賜
ひ
、
永
く
其
の
祠
を

奉
ぜ
し
む
。
且
つ
旨
有
り
、
碑
を
作
り
て
其
の
事
を
紀
せ
し
む
。
主
祠
の

者
文
辞
に
習
は
ず
と
い
ふ
を
以
つ
て
敢
へ
て
命
を
奉
ぜ
ず
。
時
に
鳳
卿
従

ふ
。
乃
ち
命
じ
て
其
の
文
を
代
撰
せ
し
む
。
越
に
お
い
て
閏
月
、
碑
石
刻

成
る
。
則
ち
永
世
以
つ
て
鎮
す
べ
き
者
嶷
然
と
し
て
立
て
り
。
詰
朝
に
特

恩
鳳
卿
に
下
る
。
蓋
し
所
謂
文
史
に
功
労
す
と
な
り
。（
後
略
）

基
本
的
に
は
「
年
譜
稿
（
九
）」
と
本
稿
で
確
認
し
た
経
緯
と
矛
盾
は
な
い

が
、「
永
世
以
つ
て
鎮
す
べ
き
者
嶷
然
と
し
て
立
て
り
」
が
建
碑
を
意
味
し
、

「
詰
朝
に
特
恩
鳳
卿
に
下
る
」
の
「
詰
朝
」
は
こ
こ
で
は
翌
朝
の
意
味
だ
ろ
う

か
ら
、
飛
鳥
山
碑
が
建
っ
た
の
は
前
日
の
十
一
月
三
十
日
と
な
り
、
先
に
十
一

月
三
十
日
の
条
で
見
た
異
説
と
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

推
測
で
あ
る
が
、
飛
鳥
山
碑
は
本
来
十
一
月
三
十
日
に
建
て
ら
れ
る
は
ず
だ
っ

た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
閏
十
一
月
二
日
に
ず
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
南

郭
は
当
初
の
予
定
に
従
い
、
十
一
月
三
十
日
の
建
碑
と
翌
閏
十
一
月
一
日
の
人

事
発
令
と
い
う
順
番
で
撰
文
し
た
。
成
島
家
の
公
式
記
録
は
寛
政
に
な
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
か
ら
、
実
際
の
日
付
通
り
に
書
か
れ
た
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ

ば
南
郭
が
「
詰
朝
」
の
語
を
用
い
た
理
由
が
納
得
で
き
る
。

南
郭
の
「
贈
鳴
帰
徳
序
」
は
こ
の
後
、
学
問
を
あ
く
ま
で
余
技
と
位
置
づ
け

る
信
遍
の
志
を
語
る
。
奥
坊
主
と
し
て
実
務
に
精
励
す
る
傍
ら
、
主
君
の
特
段

の
配
慮
に
よ
っ
て
学
問
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
満
足
感
と
感
謝
の
心
が
発

し
た
感
慨
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

○

十
二
月
二
日
、
巨
勢
縫
殿
頭
の
返
却
す
る
「
奥
平
美
作
守
家
伝
」
他
を
受

け
取
り
、
文
庫
へ
渡
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
）

「
縫
殿
頭
殿
、
道
筑
を
以
左
之
御
書
物
御
渡
被
成
候
。
改
、
元
番
え
納
之
。」

と
し
て
列
挙
さ
れ
る
書
物
は
、
八
月
下
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
に
奥
へ
差
し
上
げ

ら
れ
た
も
の
の
一
部
で
あ
っ
た
。

○
　
十
二
月
十
三
日
、「
熊
野
三
神
伝
」
を
清
書
す
る
。
（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

十
二
月
十
三
日
、
熊
野
神
伝
清
書
。（「
元
文
二
年
日
録
抄
出
」、
七
三
頁
）

○
　
十
二
月
十
四
日
、「
熊
野
三
神
伝
」
を
奉
る
。

（『
飛
鳥
山
碑
始
末
』）

閏
十
一
月
十
二
日
の
項
で
引
用
し
た
部
分
に
続
く
「
碑
考
」
の
文
章
を
掲
げ

る
。

十
一
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又
権
現
の
伝
記
、
此
年
頃
林
道
春
信
勝
の
国
字
の
文
に
て
あ
り
し
を
、
二

度
父
な
る
人
に
仰
下
さ
れ
て
、
漢
字
に
修
辞
し
て
十
二
月
十
四
日
、
あ
ら

た
に
文
と
な
し
て
奉
り
し
を
、
二
度
大
岡
越
前
守
も
て
紀
州
の
神
職
鳥
井

源
之
丞
興
好
に
訂
正
す
べ
き
由
仰
下
さ
れ
し
に
、
興
好
よ
り
し
て
、
神
伝

の
奥
秘
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
文
辞
の
さ
ま
に
も
感
服
し
、
敢
て
一
言
一

筆
を
加
ふ
べ
き
な
し
と
て
、
越
前
守
へ
呈
上
せ
し
か
ば
、
御
機
嫌
こ
と
に

う
る
は
し
く
、
金
輪
寺
に
長
く
蔵
め
て
神
伝
と
す
べ
き
よ
し
の
仰
ご
と
有

て
、
元
文
三
年
二
月
朔
日
か
さ
ね
て
命
あ
り
、
父
な
る
人
御
使
し
て
権
現

の
祠
に
納
め
ら
る
。
桐
木
を
以
て
匣
と
し
、
牡
丹
を
織
た
る
緞
子
に
て
こ

れ
を
つ
ゝ
み
、
載
る
に
素
木
の
托
子
を
も
つ
て
せ
り
。
葵
の
御
紋
付
た
る

御
箱
に
て
、
御
徒
目
付
等
供
奉
し
て
金
輪
寺
に
納
め
ら
れ
し
。
今
猶
十
襲

珍
護
し
て
彼
神
庫
に
納
め
て
あ
り
。（「
碑
考
」、
六
五
頁
）

「
熊
野
三
神
伝
」
は
、
十
二
月
十
四
日
に
献
上
さ
れ
、
大
岡
越
前
守
を
通
じ

て
紀
州
熊
野
の
神
職
に
内
容
や
表
現
に
関
す
る
意
見
を
求
め
る
と
い
う
階
梯
を

踏
ん
で
、
吉
宗
の
指
示
に
よ
り
翌
元
文
三
年
二
月
一
日
に
金
輪
寺
に
納
め
ら
れ

た
。
和
鼎
が
『
飛
鳥
山
碑
始
末
』
を
編
ん
だ
寛
政
十
二
年
時
点
で
「
今
猶
十
襲

珍
護
し
て
彼
神
庫
に
納
め
て
あ
」
っ
た
わ
け
だ
が
、
文
化
八
年
六
月
十
三
日
の

金
輪
寺
什
宝
の
虫
干
し
を
実
見
し
た
大
田
南
畝
も
、「
一
　
熊
野
三
神
伝
記

鳴
鳳
卿
　
一
巻
」（『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
五
巻
三
一
四
頁
）
と
『
一
話
一
言
』

巻
四
十
九
に
記
録
し
て
、
十
一
年
後
の
伝
存
を
証
し
て
い
る
。
該
書
は
残
念
な

が
ら
管
見
に
入
ら
な
い
。
大
岡
家
文
書
目
録
に
も
記
載
が
な
く
、
幕
末
の
火
災

か
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○

十
二
月
、
五
女
功
出
生
。

（『
全
集
』
巻
十
所
収
「
梅
崎
み
た
ま
の
記
」）

信
遍
が
い
つ
後
妻
を
迎
え
た
か
は
判
明
し
な
い
が
、
和
鼎
以
外
の
五
人
の
娘

は
い
ず
れ
も
後
添
え
が
生
ん
で
い
る
。
長
女
と
次
女
は
早
世
し
、
三
女
ゆ
き
が

享
保
十
六
年
に
生
ま
れ
、
四
女
き
い
は
享
年
不
明
の
た
め
生
年
が
分
か
ら
ず
、

最
後
に
五
女
功
が
こ
の
年
十
二
月
に
生
ま
れ
た
。
宝
暦
六
年
六
月
に
記
さ
れ
た

功
の
追
悼
文
「
梅
崎
み
た
ま
の
記
」
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

成
島
氏
の
む
す
め
を
功
女
と
な
ん
い
ひ
け
る
。
仰
を
う
け
て
飛
鳥
山
に
石

ぶ
み
た
て
し
時
う
ま
れ
て
、
親
な
る
者
も
や
う
ご
つ
な
き
御
恵
を
う
け
奉

り
し
ほ
ど
な
り
し
か
ば
、
内
外
ゆ
す
り
て
う
ま
れ
し
こ
と
を
祝
ぎ

し
る

に
、
十
二
月
を
過
て
う
ま
れ
し
か
ば
、
も
の
ご
と
に
ま
ど
か
に
、
や
ま
ひ

さ
へ
あ
ら
で
、
た
か
う
な
の
露
を
ふ
く
み
、
よ
ご
と
に
生
た
つ
気
し
て
、

や
が
て
ひ
と
ゝ
な
り
ぬ
。
む
つ
き
に
あ
る
ほ
ど
も
、
人
を
み
て
は
た
ゞ
え

み
に
え
み
て
、
よ
る
ひ
る
な
く
こ
ゑ
も
き
か
ざ
り
し
か
ば
、
お
や
の
心
に

も
行
末
た
の
み
あ
る
さ
ま
に
み
な
し
ぬ
。

信
遍
の
晩
年
、
三
人
の
娘
が
相
次
い
で
世
を
去
る
な
ど
、
成
島
家
に
は
悲
愁

の
気
配
が
濃
厚
に
漂
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
後
の
こ
と
で
あ
る
。
嫡

男
和
鼎
が
長
寿
を
保
っ
た
の
に
対
し
、
後
妻
の
生
ん
だ
娘
達
は
蒲
柳
の
質
で
も

あ
っ
た
も
の
か
、
み
な
父
信
遍
に
先
立
っ
て
没
す
る
運
命
に
あ
る
。

○
　
こ
の
年
、
池
上
幸
政
入
門
す
る
。

十
二
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拙
稿
「
年
譜
稿
（
六
）
―
享
保
十
四
年
〜
二
十
年
―
」（『
広
島
大
学
文
学
部

紀
要
』
五
六
巻
特
輯
号
一
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）
の
享
保
二
十
年
の
記
述
で

既
に
触
れ
た
が
、
武
蔵
大
師
河
原
の
名
主
池
上
幸
政
（
の
ち
幸
豊
と
改
名
）
が

信
遍
に
入
門
し
た
の
は
、
通
説
で
は
こ
の
元
文
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
享
保
二

十
年
説
に
は
確
た
る
証
拠
が
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
元
文
二
年
説
は
信
遍
の

嫡
男
和
鼎
に
よ
る
「
幸
豊
行
状
記
」
と
い
う
強
力
な
裏
づ
け
が
あ
り
、
ま
ず
は

元
文
二
年
で
動
か
な
い
か
に
見
え
る
。
池
上
家
は
、
前
項
で
出
生
を
取
り
上
げ

た
信
遍
の
五
女
功
を
養
女
に
迎
え
る
な
ど
、
成
島
家
と
縁
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と

に
な
り
、
幸
政
と
信
遍
・
和
鼎
父
子
は
親
交
を
重
ね
た
か
ら
、
和
鼎
の
記
述
は

信
頼
す
る
に
足
る
。
幸
い
和
鼎
自
筆
の
「
幸
豊
行
状
記
」
が
伝
存
し
、
川
崎
市

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
集
・
発
行
『
大
江
戸
マ
ル
チ
人
物
伝
　
池
上
太
郎
左
衛

門
幸
豊
』（
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
に
全
文
の
図
版
が
収
録
さ
れ
た
の
で
、
正
確

な
本
文
の
確
認
が
可
能
と
な
っ
た
。
次
の
一
節
が
あ
る
。

抑
ゆ
き
豊
、
は
じ
め
の
名
は
幸
政
、
父
は
幸
定
、
母
は
小
橋
氏
。
享
保
三

年
幸
豊
大
師
が
は
ら
の
邑
に
生
れ
、
同
じ
十
四
年
七
月
十
二
歳
に
し
て
父

を
喪
ふ
。（
中
略
）
や
う

く
お
と
な
び
行
て
も
、
み
の
い
た
づ
き
お
ほ

き
に
ま
ぎ
れ
て
な
に
ご
と
も
す
が

く
し
う
も
あ
ら
ざ
り
し
が
、
元
文
二

年
は
じ
め
て
わ
が
父
を
師
と
あ
ふ
ぎ
、
父
の
如
く
つ
か
へ
つ
ゝ
、
和
漢
の

ふ
み
を
よ
み
、
聖
の
道
を
学
ぶ
。

一
方
、
幸
政
が
宝
暦
十
年
九
月
二
十
九
日
に
記
し
た
信
遍
の
追
悼
文
「
山
か

ら
す
の
巻
」（
中
道
等
氏
編
『
池
上
家
文
書
　
第
一
輯
　
池
上
与
楽
亭
集
』〈
池

上
文
庫
、
一
九
四
〇
年
〉
所
収
）
に
は
、

み
な
も
と
の
信
遍
と
聞
え
し
翁
は
、
柳
営
に
宮
仕
へ
し
奉
り
て
、
唐
の
聖

の
道
に
あ
き
ら
け
く
、
わ
が
日
本
の
教
に
も
お
さ

く
く
ら
か
ら
ざ
り
け

れ
ば
、
す
さ
ま
じ
き
泉
の
流
れ
を
く
み
て
和
歌
の
浦
波
に
心
を
か
け
、
あ

や
し
の
鳥
の
跡
を
も
人
の
め
で
聞
ゆ
ば
か
り
に
か
い
も
て
ゆ
き
ぬ
る
が
、

廿
年
あ
ま
り
四
年
の
む
か
し
、
仰
を
蒙
り
て
飛
鳥
山
に
石
ぶ
み
を
な
ん
立

さ
せ
ら
れ
玉
ひ
け
る
。
其
頃
や
つ
が
れ
年
い
ま
だ
廿
と
い
ふ
に
も
足
ら
ぬ

程
に
て
侍
り
し
を
、
ゆ
ゑ
あ
り
て
な
れ
む
つ
び
ぬ
。（
後
略
）

と
あ
り
、
宝
暦
十
年
か
ら
遡
っ
て
二
十
四
年
目
の
元
文
二
年
に
は
「
い
ま
だ
廿

と
い
ふ
に
も
足
ら
ぬ
程
に
て
侍
り
し
」
と
幸
政
は
自
分
の
年
齢
を
回
想
し
て
い

る
。
享
保
三
年
生
ま
れ
だ
か
ら
元
文
二
年
に
は
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
に
な
る
は
ず

だ
が
、
幸
政
の
認
識
は
食
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
幸
政
に
は
自
分

の
年
齢
に
つ
い
て
記
憶
違
い
が
あ
っ
た
も
の
か
、
彼
の
書
い
た
も
の
に
は
年
代

に
関
す
る
齟
齬
や
矛
盾
が
目
立
つ
（「
年
譜
稿
（
六
）」
及
び
拙
稿
「
近
世
冷
泉

派
歌
人
と
し
て
の
池
上
幸
豊
」〈『
大
江
戸
マ
ル
チ
人
物
伝
　
池
上
太
郎
左
衛
門

幸
豊
』
所
収
〉
参
照
）。
た
だ
し
和
鼎
も
幸
政
も
信
遍
へ
の
入
門
と
飛
鳥
山
碑

建
立
と
を
同
年
の
事
跡
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
元
文
二
年
の
入
門
は
恐
ら
く

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

か
く
て
、
多
忙
を
極
め
、
ま
た
生
涯
の
文
事
を
代
表
す
る
事
績
に
恵
ま
れ
、

成
島
家
の
興
隆
を
決
定
づ
け
た
、
記
念
す
べ
き
元
文
二
年
は
終
る
。
和
漢
の
学

才
に
対
す
る
評
価
は
不
動
の
も
の
と
な
り
、
文
人
と
し
て
の
名
声
は
五
十
歳
を

迎
え
る
翌
元
文
三
年
以
降
年
を
追
っ
て
高
ま
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

十
三
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〔
付
記
〕本

稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
渋
沢
史
料
館
蔵
「
成
島
道
筑
草
書
　
飛

鳥
山
碑
」
の
存
在
と
、
文
中
の
「

」
字
に
関
す
る
岡
村
良
通
『
寓

意
草
』
の
記
事
に
つ
い
て
早
く
に
ご
教
示
下
さ
っ
た
松
野
陽
一
氏
、

「
成
島
道
筑
草
書
　
飛
鳥
山
碑
」
の
調
査
に
際
し
ご
配
慮
下
さ
っ
た

渋
沢
史
料
館
学
芸
員
永
井
美
穂
氏
に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

る
。な

お
本
稿
は
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

「
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
伝
存
資
料
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

十
四
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A Chronological Record 
of Narushima Nobuyuki’s Career (10)

Keiichi KUBOTA

I have written Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1737 in series. This paper contains

the remainder of the chronological record (9), to put it concretely, his achievement in the last two

months of 1737.

He got promotion to Godouboukaku, and finished the work of writing an epigraph of

Asukayama Monument, the most important achievement in his life.

十
五




